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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 独立ソフ ト ウェア  ベンダ （ISV） ラ イセンスを取得および
インス トールして、 BEA のコア テク ノ ロジとアプ リ ケーシ ョ ンをま とめて  1 つ
の製品と して配布する方法について説明します。 また、 BEA WebLogic Server™ 
とアプ リ ケーシ ョ ンをま とめるための開発技術も紹介します。

このマニュアルの構成は次のとおりです。

� 第 1 章 「WebLogic Server の配布」 では、 ISV ラ イセンスの取得およびイン
ス トール方法と、 配布に含める必要のある  WebLogic Server ファ イルについ
て説明します。

� 第 2 章 「WebLogic Server コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルのカスタマイズ」
では、 パートナおよび ISV が、 アプ リ ケーシ ョ ン と と もに配布する  
WebLogic Server コンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ イルに対して行う一般的な変更
事項について説明します。

� 第 3 章 「JDBC プロファ イ リ ング MBean の使用」 では、 JDBC プロファ イ リ
ングを有効にする方法および使用する方法について説明します。

対象読者

このマニュアルは、BEA WebLogic Server のコア テク ノ ロジを使用するカスタム 
アプ リ ケーシ ョ ンの作成に関心がある独立ソフ ト ウェア ベンダ （ISV） と その他
の開発者を対象と しています。 BEA WebLogic Server プラ ッ ト フォーム、
WebLogic Server マニュアル セッ ト に収められている他のマニュアルの内容、 お
よび Java プログラ ミ ング言語に読者が精通しているこ と を前提と して書かれて
います。
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e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA の Web サイ ト で入手できます。 BEA のホー
ム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 またはWebLogic Server 
製品ドキュ メ ン ト  ページ （http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表
示して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Server の Web サイ ト で入手できます。
PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を

書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン
ト のホーム ページを開き、 [ ドキュ メン ト のダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印
刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト （http://www.adobe.co.jp） で無料
で入手できます。

関連情報

BEA の Web サイ ト では、 WebLogic Server の全マニュアルを提供しています。
以下の BEA WebLogic Server のマニュアルには、 WebLogic Server を拡張する方
法を理解するための関連情報が含まれています。

� BEA WebLogic Server のマニュアル （オンラインで入手可能）

� 管理者ガイ ド

� プログラ ミ ング ガイ ド
vi BEA WebLogic Server パートナーズ ガイド
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� WebLogic Server API

� Sun Microsystems, Inc. の Java サイ ト （http://java.sun.com/）

BEA WebLogic Server と  Java の詳細については、 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/ 
の参考文献を参照して ください。

サポート情報

BEA のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社にと って非常
に重要です。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com 
までお送り ください。 寄せられた意見については、 WebLogic Server のドキュ メ
ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ

びドキュ メン ト のタイ トルと日付をお書き添えください。 本バージ ョ ンの BEA 
WebLogic Server について不明な点がある場合、 または BEA WebLogic Server の
インス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport
（www.bea.com） を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わせください。
カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品パッケージに同梱されている
カスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
BEA WebLogic Server パートナーズ ガイ ド vii
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 
viii BEA WebLogic Server パートナーズ ガイド



[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。 

表記法 適用
BEA WebLogic Server パートナーズ ガイ ド ix
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1 WebLogic Server の配布

開発したアプリ ケーシ ョ ン と  BEA のコア テク ノ ロジをま とめて 1 つの製品と し

て配布する こ とができます。 これによ り、 顧客側でアプリ ケーシ ョ ン と  J2EE ア
プリ ケーシ ョ ン サーバの両方を購入、 インス トール、 および保守する必要がな
くな り ます。 WebLogic Server にはプラグアンドプレイ環境が提供されているた
め、 1 つの製品と して配布するこ とは開発した製品との統合には理想的な方法と
いえます。

WebLogic Server を配布するには、 ISV ライセンスとい う特別なラ イセンスを取
得およびインス トールする必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンの開発や 
WebLogic Server のコンフ ィグレーシ ョ ンには ISV ライセンスは必要あ り ませ
ん。 WebLogic Server に対して ISV ライセンスをインス トールする と、 サーバが
変更され、 ファ イルが密接にリ ンク されます。 配布キッ トには、 これらの変更さ

れた WebLogic Server ファ イルを含める必要があ り ます。

配布可能な WebLogic Server を設定するには、 以下の作業を行います。

� WebLogic Server の新リ リースを配布するための ISV ライセンスのアップグ
レード

� BEA Partner Program への登録

� パートナ開発キッ トのインス トール

� ISV ライセンスのインス トール

� ファ イルの配布
BEA WebLogic Server パートナーズ ガイ ド 1-1



1 WebLogic Server の配布
WebLogic Server の新リ リースを配布する
ための ISV ライセンスのアップグレード

旧バージ ョ ンの WebLogic Server が配布されている場合、 次の手順を実行して既

存の ISV ライセンスをアップグレード します。

1. 旧ライセンスが格納されている  isv.jar ファ イルを添付して、新しい ISV ラ
イセンスの リ クエス ト を  licensing@bea.com 宛に電子メールで送信します。 
WebLogic Server 5.1 からアップグレードする場合は、 旧ラ イセンス  ファ イル
を添付して ください。

2. WebLogic Server 7.0 パートナ開発キッ ト をインス トールします。

3. 新しい isv.jar ファ イルを  BEA から受け取ったら、 1-3 ページの 「ISV ラ
イセンスのインス トール」 の説明に従って新しい ISV ラ イセンスをインス
トールします。

4. インス トーラを更新し、 新しい WebLogic Server ファ イルを収めます。

BEA Partner Program への登録

BEA Systems, Inc. では Partner Program を通じて、 独立系ソフ ト ウェア  ベンダ 

(ISV) およびアプリ ケーシ ョ ン  ソフ ト ウェア プロバイダ (ASP) と協力関係を結ん

でいます。 BEA Partner Program への登録を済ませていない場合は、

1. http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/certifications/certifications/index.html の
「WebLogic Platform サポート対象のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して、 対
象のプラ ッ ト フォームが WebLogic Server で使用できる こ と を確認します。

2. BEA Partner Program Web サイ ト にアクセスし、 プログラムについて理解し
た上で登録します。 このページには、
http://www.beasys.co.jp/BeaPortal/partners.jsp でアクセスできます。
1-2 BEA WebLogic Server パートナーズ ガイド
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パー トナ開発キッ トのインス トール
パートナ開発キッ トのインストール

プログラムに登録する と、 BEA の主要製品がすべて収録された CD コレクシ ョ

ンが BEA よ り発送されます。 パートナ開発キッ トが到着したら、 CD からソフ

ト ウェアをインス トールします。 WebLogic Server のインス トールについては、

BEA ドキュ メ ン ト  Web サイ ト （http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） にあ

る 『インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

警告 : 配布可能な WebLogic Server のホス ト と して使用するコンピュータ上に 
BEA 製品が既にインス トールされている場合は、 パートナ開発キッ ト を

インス トールする前に、 その時点の BEA_HOME\license.bea ファイルを

バックアップします。 BEA ホーム ディ レク ト リ と  license.bea ファ イ

ルの詳細については、 『インス トール ガイ ド』 の 「BEA ホーム ディ レ ク

ト リ 」 を参照して ください。

CD が到着する前に、 BEA Download Center （http://commerce.beasys.com） から  
BEA のソフ ト ウェアをダウンロードするこ と もできます。有効な WebSUPPORT 
アカウン ト をお持ちの場合、 WebSUPPORT ログイン パスワードを使用してソフ

ト ウェアをダウンロードできます。

ISV ライセンスのインストール

Partner Program への登録が完了する と、 カスタマイズ済みの ISV ラ イセンスが、

電子メールの添付ファ イル （isv.jar） と して  BEA よ り送付されます。 この節

では、 WebLogic Server 7.0 専用の ISV ライセンス  ファ イルのインス トール方
法について説明します。 WebLogic Server のそれ以外のバージ ョ ン用の ISV ラ イ
センスをインス トールする場合は、 そのソフ ト ウェア  バージ ョ ンに対応したイ
ンス トール手順を参照して ください。

ISV ライセンスのインス トールは、 3 つの主要な手順を経て行います。

� 手順 1: ISV ライセンスをインス トールする準備

� 手順 2: ライセンス  データの抽出と  WebLogic Server ファ イルへのリ ンク
BEA WebLogic Server パートナーズ ガイ ド 1-3
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1 WebLogic Server の配布
� 手順 3: WebLogic Server ライセンスの更新

手順 1: ISV ライセンスをインストールする準備

ISV ラ イセンス  ファ イルをインス トールする前に、 次の作業を行います。

1. まだインス トールしていない場合、 1-3 ページの 「パー トナ開発キッ ト のイ

ンス トール」 の説明に従って、 WebLogic Server 7.0 をインス トールします。 

BEA インス トーラが使用する  BEA ホーム ディ レク ト リの場所に注意してく
ださい。 BEA ホーム ディ レク ト リには、 このプロセスの以後の手順で更新
される  license.bea ファ イルが置かれます。 BEA ホーム ディ レク ト リ と  
license.bea ファ イルの詳細については、 『インス トール ガイ ド』 の 「BEA 
ホーム  ディ レク ト リ 」 を参照して ください。

2. 電子メールで送付された isv.jar ファ イルを、 インス トーラで使用した  
BEA ホーム ディ レ ク ト リにコピーします。 

3. コマンド  シェルを起動し、 BEA_HOME ディ レク ト リに移動します。 BEA_HOME 
は BEA ホーム ディ レ ク ト リの名前です。

4. 次のスク リプ トのいずれかを実行して、 環境変数を設定します。

� WL_HOME\server\bin\setWLSEnv.cmd (Windows システムの場合 )

� WL_HOME/server/bin/setWLSEnv.sh (UNIX システムの場合 )

WL_HOME は WebLogic Server のインス トール ディ レク ト リです。 デフォル ト
では、 このディ レク ト リは BEA ホーム ディ レク ト リのすぐ下にあ り ます。

たとえば、 UNIX の bash シェルでは、 次のコマンドを入力します。

[me@workstation]$ . WL_HOME/server/bin/setWLSEnv.sh 

5. 次のコマンドのいずれかを入力して、コンピュータの CLASSPATH 環境変数に 
isv.jar へのパスを追加します。

– set CLASSPATH=.\isv.jar;%CLASSPATH% (Windows システムの場合 )

– export CLASSPATH=./isv.jar:$CLASSPATH (UNIX システムの場合 )

これで、 ISV ラ イセンス データを抽出して WebLogic Server ファ イルに リ ンクす
る準備ができました。
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ISV ライセンスのインス トール
手順 2: ライセンス データの抽出と  WebLogic 
Server ファイルへのリンク

ISV ライセンス  データを抽出して WebLogic Server ファ イルにリ ンクするには、
BEA_HOME ディ レ ク ト リに移動して次のコマンドのいずれかを入力します。

� java -Xmx128m -Dbea.home=BEA_HOME 

-Dbea.jar=WL_HOME\server\lib\weblogic.jar install （Windows シス
テムの場合）

� java -Xmx128m -Dbea.home=BEA_HOME 

-Dbea.jar=WL_HOME/server/lib/weblogic.jar install （UNIX システ
ムの場合）

BEA_HOME は BEA ホーム  ディ レク ト リの絶対パス名であ り、
WL_HOME は WebLogic Server をインス トールしたディ レク ト リの絶対パス名で
す。

警告 : いったん開始した後でこのプロセスを中断しないでください。

コマンドを実行する と、 ISV ライセンス  データを格納した、
BEA_HOME\license_isv.bea とい う名前のファ イルが生成されます。 また、
WL_HOME ディ レク ト リ内部のファ イルが ISV ライセンスに リ ンク されます。 こ
れによ り、 WL_HOME ディ レク ト リ内の指定されたファ イルだけが、
license_isv.bea に抽出された ISV ライセンス  データを使用できるよ うにな り
ます。

注意 : 一部のプラ ッ ト フォームと  JDK では、 「メモ リ不足エラー」 が発生する
場合があ り ます。 このエラーに対処するには、（最大ヒープ サイズを MB 
単位で設定する） -Xmx 引数の値を大き く して、 コマンドをも う一度実行
します。 たとえば、 デフォル トのヒープ サイズを  150MB に増やすには、
-Xmx150m と指定します。

ISV ライセンスのインス トール プロセスを完了するには、 license_isv.bea 内
のデータを使用して  WebLogic Server ライセンスを更新する必要があ り ます。
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1 WebLogic Server の配布
手順 3: WebLogic Server ライセンスの更新

新し く生成された license_isv.bea ファ イルを使用して license.bea ファ イル
を更新するには、 BEA_HOME ディ レク ト リに移動して次のいずれかのコマンドを
入力します。

� UpdateLicense license_isv.bea （Windows システムの場合）

� sh UpdateLicense.sh license_isv.bea （UNIX システムの場合）

UpdateLicense コマンドを実行する と、 license_isv.bea ファ イルが 
license.bea ファ イルとマージされます。 UpdateLicense を実行した後は、
license_isv.bea ファ イルを削除してもかまいません。

次の手順 : アプリケーションと  WebLogic Server 
のコンフ ィグレーション

ISV ラ イセンスのインス トールが終了したら、 ISV ライセンス と リ ンク された  
WebLogic Server を起動し、 アプ リ ケーシ ョ ンをデプロイし、 サーバ コンポーネ
ン ト をコンフ ィ グレーシ ョ ンします。 詳細については、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html にある以下のドキュ メ ン ト を参照して
ください。

� 『管理者ガイ ド』 の 「WebLogic Server の起動と停止」

� Administration Console オンラ イン ヘルプ

� 『WebLogic JMX サービス  プログラマーズ ガイ ド』。 WebLogic Server 管理シ
ステムを使用した作業の詳細な情報と コード  サンプルが記載されています。 

� このマニュアルの残 りの節。 ISV に固有の開発上のヒン ト が記載されていま
す。
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フ ァ イルの配布
ファイルの配布

アプ リ ケーシ ョ ンと と もに WebLogic Server を配布する準備ができたら、 1-6 
ページの 「手順 3: WebLogic Server ライセンスの更新」 で指定した BEA ライセ
ンス  ファ イル （BEA_HOME\license.bea） と  WL_HOME\lib\weblogic.jar ファ
イルがインス トーラに収められている こ と を確認する必要があ り ます。 

指定したファ イルを両方と もインス トールしないと、 アプ リ ケーシ ョ ンに組み込

まれた WebLogic Server は起動しません。 

この license.bea と  weblogic.jar の同じ組み合わせは、 ラ イセンスに リ ンク

されるすべてのインス トールで使用できます。 WebLogic Server のサイレン ト  イ
ンス トール プロセスの使用方法については、 「サイレン ト モード  インス トールに
よる  WebLogic Server のインス トール」 を参照して ください。
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1 WebLogic Server の配布
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2 WebLogic Server コンフ ィグレー
ション ファイルのカスタマイズ

WebLogic Server では、 セキュ リ テ ィ資格、 デプロイ可能な リ ソースおよびアプ
リ ケーシ ョ ンの リ ス ト などのコンフ ィグレーシ ョ ン情報は一連のコンフ ィグレー

シ ョ ン ファ イルに格納されます。 

以下の節では、 パートナおよび ISV が、 開発したアプリ ケーシ ョ ン と と もに配
布する  WebLogic Server コンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ イルに対して行う一般的な変
更事項について説明します。 

� config.xml ファ イルのカスタマイズ

� コンフ ィグレーシ ョ ンの例

� 互換性セキュ リ テ ィに対するファ イルのカスタマイズ

config.xml ファイルのカスタマイズ

config.xml ファ イルは、 管理ド メ インにあるすべての WebLogic Server のコン
フ ィグレーシ ョ ン設定の大部分を定義します。 たとえば、 config.xml ファ イル
は、 特定のド メ インのすべての詳細情報を制御します。 このよ う な情報と して

は、 サーバと ク ラスタの名前、 数、 およびコンフ ィ グレーシ ョ ン、 デプロイ可能

な リ ソースおよびアプリ ケーシ ョ ンの リ ス ト 、 デプロイ可能な リ ソースおよびア

プリ ケーシ ョ ンのサーバおよびク ラスタへのマッピングなどがあ り ます。

通常は、 Administration Console や weblogic.Admin ユーティ リ テ ィなどの 
WebLogic Server ツールを使用して config.xml ファ イルを編集するこ とをお勧
めします。 ただし、 パートナがインス トールをカスタマイズするために、 この

ファ イルを直接編集するこ とが必要な場合もあ り ます。 
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2 WebLogic Server コンフ ィグレーシ ョ ン  ファイルのカスタマイズ
以下の節では、 パートナがインス トール用に変更する可能性のある  config.xml 
ファ イルの要素について説明します。

� アプリ ケーシ ョ ン リ ソースのプ リ コンフ ィグレーシ ョ ン

� アプリ ケーシ ョ ン コンポーネン トのデプロイ メ ン ト

config.xml ファ イルまたは管理ド メ インの役割に精通していない場合は、 以下
のドキュ メ ン ト を参照して ください。

� 『管理者ガイ ド』 の 「WebLogic システム管理の概要」

� 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「ク ラスタのコンフ ィ グ
レーシ ョ ン とアプ リ ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 」

config.xml を直接編集する こ とに慣れていない場合は、 『コンフ ィ グレーシ ョ
ン リ ファレンス』 を参照して ください。 この リ ファレンス  マニュアルには、
config.xml を編集する際の規則や、 このファ イルの文書型定義 （DTD） の説明
が記載されています。

アプリケーション リソースのプリコンフ ィグレー
ション

パートナ アプリ ケーシ ョ ンは通常いくつかの WebLogic Server リ ソースに依存
し、 それらの各 リ ソースは config.xml ファ イルで定義されます。

リソース config.xml 要素 注意

ド メ イン Domain 凝集された単位と して動作するために、 アプ リケー

シ ョ ンのコンポーネン ト をホス トするすべての 
WebLogic Server は、 単一の WebLogic Server 管理ド
メ イン内に置かれる必要がある。 
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config.xml フ ァ イルのカスタマイズ
アプリケーション コンポーネントのデプロイメン
ト

パートナ アプリ ケーシ ョ ンは、 config.xml に必要な要素を追加するこ とによっ
てインス トールするこ と もできます。 ただし、 プ リ コンフ ィグレーシ ョ ンした  
WebLogic Server にアプリ ケーシ ョ ンをインス トールする場合は、 config.xml 
設定とアプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト  ファ イル （.war、 .jar、 .html など） のイ
ンス トール場所とを調整する必要があ り ます。

次の表は、 WebLogic Server 内にアプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト を事前にデプ
ロイするために使用する要素についてま とめたものです。 これらの要素がどのよ

うに実際のアプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン ト  ファ イルのインス トール場所に対
応するかを示す例については、 2-4 ページの 「コンフ ィグレーシ ョ ンの例」 を参

照して ください。

サーバ名および

接続情報

Server 1 つまたは複数の WebLogic Server 名、 IP アドレス、
およびポート番号にアクセスするよ う、 パー トナ ア
プ リケーシ ョ ンをコンフ ィグレーシ ョ ンでき る。 ア

プ リケーシ ョ ンで必要であれば、 WebLogic Server ド
メ インをハード  コード化して、 特定のサーバ名およ
び接続ポート を使用できる。

コンフ ィグレーシ ョ ンをインス トールする前に、 IP 
アドレスをアプ リケーシ ョ ン  インス トーラによって
動的にコンフ ィグレーシ ョ ンし、 config.xml に埋め
込むこ とができる。

JDBC データソー
ス

JDBCConnectionPool

JDBCDataSource

JDBCMultiPool

JDBCTxDataSource

WebLogic Server をインス トールするパー トナ アプ リ
ケーシ ョ ンは、 アプ リケーシ ョ ン  データを管理する
ために RDBMS や他のデータス ト アも インス トール
する場合がよ く ある。 開発した製品のインス トーラ

がアプ リケーシ ョ ン と一緒にデータス ト アをインス

トールする場合、 インス トールされた WebLogic 
Server をプ リ コンフ ィグレーシ ョ ンして、 そのデータ
ス ト アのデフォル トのデータソースおよび接続プー

ルを設定できる。

リソース config.xml 要素 注意
BEA WebLogic Server パートナーズ ガイ ド 2-3

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/config_xml/Server.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/config_xml/JDBCConnectionPool.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/config_xml/JDBCDataSource.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/config_xml/JDBCMultiPool.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/config_xml/JDBCTxDataSource.html


2 WebLogic Server コンフ ィグレーシ ョ ン  ファイルのカスタマイズ
コンフ ィグレーショ ンの例

WebLogic Server Pet Store は、 Sun Microsystems の Java Pet Store 1.3 デモに基づ
いています。 Pet Store には、 J2EE プラ ッ ト フォームのさ まざまな側面を示す 4 
つのエンタープライズ  アプリ ケーシ ョ ン と  1 つの Web アプリ ケーシ ョ ンが含ま
れます。

WebLogic Server Pet Store では、 エンタープラ イズ アプリ ケーシ ョ ンをサポート
するためにインス トールをプ リ コンフ ィグレーシ ョ ンする方法の簡単な例が用意

されています。WebLogic Server Pet Store の起動については、WebLogic Server ド
キュ メ ン ト  Web サイ ト にある 「サンプルとチュー ト リ アル」 を参照して くださ

い。

この節では、 WebLogic Server Pet Store をコンフ ィ グレーシ ョ ンする  
config.xml ファ イルの主要な側面について説明します。

コンポーネント config.xml 要素 注意

起動クラス StartupClass WebLogic Server 起動クラスは、 パートナ アプ リケー
シ ョ ンの他のコンポーネン トに必要な リ ソースを初

期化するために使用できる。

Web サーバ WebServer Web アプ リケーシ ョ ンには、 通常、 ビジネス  ロジッ
クに加え、 静的な .html コンテンツなどの標準 Web 
リ ソースが必要である。 config.xml ファ イルを使用
して、 アプ リ ケーシ ョ ンの静的ファ イルのデフォル

トの場所をコンフ ィグレーシ ョ ンする。

Web アプ リ ケー
シ ョ ン

Application EAR ファ イルおよび WAR ファ イルは、 アプ リ ケー
シ ョ ン  ディ レク ト リ または WebLogic Server ディ レ
ク ト リの任意の場所に格納できる。 起動時にアプ リ

ケーシ ョ ンをデプロイするには、 config.xml 内から最
終のインス トール場所を参照する。
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コンフ ィグレーシ ョ ンの例
ド メインのコンフ ィグレーション

config.xml ファ イルの親要素である、 <Domain> には、 petstore ド メ インのコ
ンフ ィグレーシ ョ ン情報が記述されます。 アプ リ ケーシ ョ ンのすべてのサーバ、

リ ソース、 およびコンポーネン トは、 このド メ イン内に定義されます。

<Domain

  Name="petstore"

  >

基本的なサーバの設定

WebLogic Server Pet Store は、 petstoreServer とい う  1 つのサーバを使用しま
す。 このサーバの接続プロパテ ィは、 次のよ うに Server 要素属性でプリ コン
フ ィグレーシ ョ ンされています。

<Server

    JavaCompiler="C:\bea\jdk131_02/bin/javac"

    ListenPort="7001"

    Name="petstoreServer"

ServerVersion="7.0.0.0"

IIOPEnabled="false"

  >

サーバ設定の残 りの部分では、 サーバのデフォル ト  Web サーバおよび SSL コン
フ ィグレーシ ョ ンがコンフ ィ グレーシ ョ ンされています。 
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2 WebLogic Server コンフ ィグレーシ ョ ン  ファイルのカスタマイズ
JDBC 要件

複数の JDBC 接続プールの使用を示すために、 WebLogic Server Pet Store では 3 
つの JDBC 接続プールが定義されています。 また、 Pet Store 内の各アプ リ ケー
シ ョ ンに 1 つずつ、 全部で 4 つのデータ ソースが定義されています。 JDBC 接続
プールおよびデータソースはすべて、 デフォル トの Pet Store サーバ 
petstoreServer にデプロイ されます。 

<JDBCConnectionPool
CapacityIncrement="1"
DriverName="com.pointbase.jdbc.jdbcUniversalDriver"
InitialCapacity="1"
MaxCapacity="10"
Name="petstorePool"
Password="petstore"
Properties="user=petstore"
RefreshMinutes="0"
ShrinkPeriodMinutes="15"
ShrinkingEnabled="true"
Targets="petstoreServer"
TestConnectionsOnRelease="false"
TestConnectionsOnReserve="false"
URL="jdbc:pointbase:server://localhost/demo"

/>

<JDBCConnectionPool
CapacityIncrement="1"
DriverName="com.pointbase.jdbc.jdbcUniversalDriver"
InitialCapacity="1"
MaxCapacity="10"
Name="petstoreopcPool"
Password="petstoreopc"
Properties="user=petstoreopc"
RefreshMinutes="0"
ShrinkPeriodMinutes="15"
ShrinkingEnabled="true"
Targets="petstoreServer"
TestConnectionsOnRelease="false"
TestConnectionsOnReserve="false"
URL="jdbc:pointbase:server://localhost/demo"

/>
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コンフ ィグレーシ ョ ンの例
<JDBCConnectionPool
CapacityIncrement="1"
DriverName="com.pointbase.jdbc.jdbcUniversalDriver"
InitialCapacity="1"
MaxCapacity="10"
Name="petstoresupplierPool"
Password="petstoresupplier"
Properties="user=petstoresupplier"
RefreshMinutes="0"
ShrinkPeriodMinutes="15"
ShrinkingEnabled="true"
Targets="petstoreServer"
TestConnectionsOnRelease="false"
TestConnectionsOnReserve="false"
URL="jdbc:pointbase:server://localhost/demo"

/>

<JDBCTxDataSource
EnableTwoPhaseCommit="true"
JNDIName="datasource-petstorePool"
Name="PetstoreDataSource"
PoolName="petstorePool"
Targets="petstoreServer"

/>

<JDBCTxDataSource
EnableTwoPhaseCommit="true"
JNDIName="datasource-petstoreopcPool"
Name="PetstoreOPCDataSource"
PoolName="petstoreopcPool"
Targets="petstoreServer"

/>

<JDBCTxDataSource
EnableTwoPhaseCommit="true"
JNDIName="datasource-petstoresupplierPool"
Name="PetstoreSupplierDataSource"
PoolName="petstoresupplierPool"
Targets="petstoreServer"

/>

<JDBCTxDataSource
EnableTwoPhaseCommit="true"
JNDIName="jdbc/CatalogDataSource"
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2 WebLogic Server コンフ ィグレーシ ョ ン  ファイルのカスタマイズ
Name="CatalogDataSource"
PoolName="petstorePool"
Targets="petstoreServer"

/>

アプリケーション コンポーネント

Pet Store アプリ ケーシ ョ ンでは、 tour.war、 petstore.ear、 opc.ear、

supplier.ear、 および petstoreadmin.ear とい う  5 つのアプリ ケーシ ョ ン コ
ンポーネン ト  ファ イルがインス トールされます。 これらのコンポーネン トはそ
れぞれ WebLogic Server サブディ レク ト リにインス トールされ、
petstoreServer にデプロイ されます。 たとえば Windows では、 tour.war は次
の要素を使用してデプロイ されます。

<Application
Deployed="true"
Name="tour"
Path="C:/bea/weblogic700/samples/server/stage/petstore">

  <WebAppComponent
Name="tour"
Targets="petstoreServer"
URI="tour.war"

/>

</Application>

アプリ ケーシ ョ ン コンポーネン ト  パスの c:\bea\wlserver700 の部分は 
WebLogic Server のインス トール中に決定され、 パスの残 りの部分はハード コー
ド化されているこ とに注意して ください。 必要であれば、 アプ リ ケーシ ョ ン  イ
ンス トーラによって、 同じ よ う な方法で WebLogic Server に関連しないサブディ
レク ト リにアプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト をインス トールできます。
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互換性セキュ リテ ィ に対するフ ァ イルのカスタマイズ
起動クラス

Windows システムでは、 petstoreServer の起動後、 Pet Store アプリ ケーシ ョ ン

は起動ク ラスを使用してシステムの Web ブラウザを起動します。 この起動ク ラ

スの定義は、 ほとんどの場合、 インス トールされた config.xml ファ イルにハー

ドコード化され、 ポー ト番号だけが WebLogic Server インス トール プログラムに

よって動的に設定されます。

<StartupClass </Application>
Arguments="port=7001"
ClassName="com.bea.estore.startup.StartBrowser"
FailureIsFatal="false"
Name="StartBrowser"
Targets="petstoreServer"
Notes="On Windows, this class automatically starts a browser after the server 

has finished booting."
/>

互換性セキュリテ ィに対するファイルのカ

スタマイズ

互換性セキュリティ とは、 WebLogic Server 6. ｘ  のセキュ リ テ ィ  コンフ ィグレー

シ ョ ンを  WebLogic Server 7.0 で実行する機能のこ とです。 WebLogic Server を互
換性セキュ リ テ ィ を使用して実行する場合は、 配布キッ トに以下のものを含める

必要があ り ます。

� fileRealm.properties ファ イル。 デフォル ト  WebLogic Server セキュ リ
テ ィ  レルムの ACL、 グループ、 およびセキュ リ テ ィ  プ リ ンシパルを定義し
ます。

� config.xml の以下の最小限の要素

<Domain Name="mydomain">
<Security Name="mydomain" Realm="mysecurity"/>
<Realm Name="mysecurity" FileRealm="myrealm"/>
<FileRealm Name="myrealm"/>
<Server ListenPort="7001" Name="myserver">
</Server>
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</Domain>

アプリ ケーシ ョ ンをサードパーテ ィのセキュ リ テ ィ  レルム （た とえば Windows 
NT セキュ リテ ィ  レルムを使用したシングル サインオン） と統合する必要がある
場合は、 キャ ッシング レルムもコンフ ィ グレーシ ョ ンする必要があ り ます。

WebLogic Server セキュ リ テ ィの詳細については、 以下のドキュ メ ン ト を参照し
て ください。

� 『WebLogic Security の管理』 の 「互換性セキュ リ テ ィの使い方」

� WebLogic Server ドキュ メ ン ト  Web サイ トにある 「セキュ リ テ ィ」 のページ

� 『コンフ ィ グレーシ ョ ン  リ ファレンス』。 この リ ファレンス  マニュアルには、
config.xml を編集する際の規則や、 このファ イルの DTD の説明が記載され
ています。
2-10 BEA WebLogic Server パートナーズ ガイド

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/secmanage/security6.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/security.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/config_xml/index.html


BEA WebLogic Server パートナーズ ガイ ド 3-1

3 JDBC プロファイリング MBean 
の使用

WebLogic Server 管理システムでは、 Java Management Extension （JMX） と  
Managed Bean （MBean） を使用して、 サーバをコンフ ィグレーシ ョ ンします。
『WebLogic JMX サービス  プログラマーズ ガイ ド』 には、 WebLogic Server 
MBean を使用するための詳細な情報、 およびコード  サンプルが記載されていま
す。 

BEA では、 SQL 文、 prepared statement、 および JDBC 接続 リークのメ ト リ ッ ク
を格納および解析するために使用できる複数の JDBC MBean を提供しています。
以降の節では、 JDBC プロファ イ リ ングを有効にする方法および使用する方法に
ついて説明します。詳細については、以下の  WebLogic Server MBean および関連
する ク ラスの Javadoc を参照して ください。

� JDBCConnectionPoolMBean

� JDBCConnectionPoolRuntimeMBean

� JDBCStatementProfile

� JDBCConnectionLeakProfile

JDBC プロファイリングの有効化

SQL 文または接続 リーク  プロファ イルを解析する前に、 調査する接続プールの
プロファ イ リ ングを有効にする必要があ り ます。 プロファ イ リ ングが有効になる

と、 接続プールによってメ ト リ ッ クは、 後で解析するために外部リポジ ト リに格

納されます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jmx/index.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/javadocs/weblogic/management/configuration/JDBCConnectionPoolMBean.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/javadocs/weblogic/management/runtime/JDBCConnectionPoolRuntimeMBean.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/javadocs/weblogic/management/runtime/JDBCStatementProfile.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/javadocs/weblogic/management/runtime/JDBCConnectionLeakProfile.html
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アプリ ケーシ ョ ンは、 JDBCConnectionPoolMBean を使用して JDBC プロファ イ
リ ング オプシ ョ ンを有効および無効にします。 標準接続プール プロパティの 
get/set メ ソ ッ ドを提供するのに加えて、 JDBCConnectionPoolMBean はプロファ
イ リ ングを有効および無効にする次のメ ソ ッ ドを提供します。

� setConnLeakProfilingEnabled() は、 JDBC 接続 リークのプロファ イ リ ン
グを有効または無効にします。 接続 リークは、 接続プールからチェ ッ ク  アウ
ト されても、 close() メ ソ ッ ドによって返されない接続を示します。 リーク
された接続は、 のちの接続要求の実行に使用できないため、 接続 リーク  プロ
ファ イルを解析するこ とは重要です。

� setSqlStmtProfilingEnabled() は、 SQL 文のプロファ イ リ ングを有効ま
たは無効にします。 このタイプのプロファ イ リ ングが有効になる と、 接続

プールによって SQL 文および文の実行時間と他のメ ト リ ッ クが格納されま
す。 SQL 文のプロファ イルを解析する こ とによって、 アプ リ ケーシ ョ ンで最
も時間のかかるクエ リ を調べるこ とができます。

� setSqlStmtParamLoggingEnabled() は、 prepared statement および callable 
statement のバインド  パラ メータのプロファ イ リ ングを有効または無効にし
ます。 文パラ メータは非常に大き く なる可能性があるので、 プロファ イルに

格納されるパラ メータのサイズを制限するために、

setSqlStmtMaxParamLength() を任意で使用できます。

WebLogic Server での MBean の取得については、 「WebLogic Server MBean への
アクセス」 を参照して ください。 次の例は、 JDBCConnectionPoolMBean を取得
し、 すべてのプロファ イ リ ング  オプシ ョ ンを有効にするアプリ ケーシ ョ ンを示
します。 この例では、 各文パラ メータについて最大 20 文字を格納します。

// 管理サーバの MBeanHome を取得する

...

JDBCConnectionPoolMBean mbean =
(JDBCConnectionPoolMBean)home.getConfigurationMBean(poolName,
"JDBCConnectionPoolConfig");

mbean.setConnLeakProfilingEnabled(true);

mbean.setSqlStmtParamLoggingEnabled(true);

mbean.setSqlStmtMaxParamLength(maxLen);

...

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jmx/basics.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jmx/basics.html
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JDBC プロファイルへのアクセス

必要なプロファ イ リ ング  オプシ ョ ンを有効にしたら、 JDBCStatementProfile 
ク ラスおよび JDBCConnectionLeakProfile ク ラスを使用して、 格納されたメ
ト リ ッ クを解析できます。 これらのプロファ イル ク ラスは共に、
JDBCConnectionPoolRuntimeMBean を使用して簡単に取得できます。

JDBCStatementProfile は、 接続プールの SQL 文と関連メ ト リ ッ ク （およびオ
プシ ョ ン と して、 バインド  パラ メータ） を格納します。
JDBCConnectionLeakProfile は、 リーク された接続のスタ ッ ク  ト レースを格
納します。

すべてのプロファ イルを一度に取得する と、 非常に多 くの リ ソースが使用される

可能性があ り ます。 この理由によ り、 通常、 アプ リ ケーシ ョ ンは指定した時間に

プロファ イルのサブセッ ト のみを取得します。 これを行うには、 最初にス ト レー

ジ内のプロファ イルの合計数を調べてから、 よ り小さいサブセッ ト でプロファ イ

ルを取得します。

次の例は、 プロファ イルの数をよ り小さい単位に分ける簡単な方法を示します。

// 接続プールをホストするサーバの MBeanHome を取得する

. . .

// 「testPool」接続プールの JDBCRuntimeMbean を取得する

String poolName = "testPool";

JDBCConnectionPoolRuntimeMBean mbean =
(JDBCConnectionPoolRuntimeMBean)home.getRuntimeMBean

(poolName,"JDBCConnectionPoolRuntime");

JDBCConnectionLeakProfile[] profiles = null; 

// 使用可能な prepared statement のキャッシュ プロファイルの合計数を取得する
int profileCount = mbean.getConnectionLeakProfileCount();

// プロファイルの profilesPerStep の数を要求する
int profilesPerStep = 10;

// プロファイル数 profileIndex で開始する
int profileIndex = 0;
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boolean done = (profileCount > 0);
while (!done) {

// プロファイルを取得する
profiles = mbean.getConnectionLeakProfiles(profileIndex,

profilesPerStep);

// 取得されたプロファイルを調査する
for (int index = 0; index < profiles.length; index++) {

// プール名を取得する
String poolName = profiles[index].getPoolName();

// スタック トレースを取得する
String stackTrace = profiles[index].getStackTrace();

     }

profileIndex = profileIndex + profilesPerStep - 1;

// 取得したプロファイルの数が
// 要求した数よりも少ない場合は終了
done = (profiles.lengh < profilesPerStep);

}
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